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従業員との
かかわりにおいて

　富士重工業は今 ､「自由闊達でアグレッシブな創造集団」を目指して ､

企業風土の改革に取り組んでいます ｡ 個性豊かな活力ある組織を目指し ､ 

制度設計にあたっては ､賃金制度にとどまらず ､キャリアプランを描く制

度 ､教育制度、そして福利厚生制度に至る幅広い視点から ､従業員が今ま

で以上に果敢にチャレンジできる仕組みを構築していきます ｡

雇用

　新入社員の採用に関しては、自分で問題を発見し、解決策

を見つけ、求める結果を出すことに優れた「自立型人材」と

｢自分らしさをしっかり持っている人 ｣を求める人材像と定

義して雇用を図っています。なお、過去5年間の従業員数の

推移については下図を参照下さい。

従業員数の推移
　1976年障害者雇用促進法の改正に伴い、社会的責任を果

たすべく障害者の雇用を開始しています。さらに積極的な活

動を推し進めるため、1999年群馬製作所ではユニバーサ

ルプロジェクトチームを結成し、ノーマライゼーション＊2

に取り組みました。そして、現在では ､「すべてのやる気と

能力のある人材に活躍の場を提供できる、魅力的な企業づく

り」活動に発展させています。

　障害者雇用率は、富士重工業全社では、2004年3月末

2.0%、2005年3月末 1.89%です。なお、群馬製作所で

は、2004年3月末2.4%、2005年3月末2.2%となってい

ます。

障害をもつ方の雇用

　富士重工業では2002年から、自由闊達な社風を目指し

て、社員全員がいきいきと働ける職場づくりやすべての職場

で男女が均しく能力を発揮できる環境整備を進めています。

　また、2005年4月から「次世代育成支援対策推進法」が

施行され、雇用環境の整備などに関する企業の対応が今まで

以上に求められてきます。そこで2005年4月以降、段階的

に「ポジティブ・アクション」を全社的に展開していく予定

です。

意欲と能力のある女性が活躍できる職場づくり
（ポジティブ・アクション＊1の取り組み）

労使関係

　富士重工業と富士重工業労働組合は、円滑な企業運営と相

互の意思疎通を図るため、労使協議会を設置しています。近

年、労使関係は良好な状況を維持しています。労働紛争等

は、過去4年において事例はありません。

　富士重工業労働組合は ､富士重工業関連労働組合連合会を

通して全日本自動車産業労働組合総連合会に所属しています。
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■従業員数の推移 

ポジティブアクションの 
必要性と効果 

①労働意欲・生産性の向上 
男女が均しく能力を発揮し、公平に評
価されることで、社員の労働意欲と能
力発揮をうながす。また、女性が活躍す
ることでほかの女性や男性にも刺激を
与え、結果的に生産性の向上につなげる。 

②新しい価値の創造 
市場が多様化するなかで、新しいニー
ズに対応した商品、市場を先取りした
商品やサービスを提供するため、男女
関係なく多様な個性をもった人材の
確保とその能力を最大限に発揮させる。 

③労働力の確保 
働きやすく能力が公平に評価される
企業として、少子高齢化、社内人員の
スリム化、業務の効率化が進む中、男
女関係なく優秀な人材ならびに、幅広
く質の高い労働力を確保する。 

④企業イメージの向上 
社員の能力発揮と育成に取り組む企
業の姿勢は、発展が期待できる企業と
して、お客様や取引先、株主をはじめ
とする外部から、信頼や評価を得る。 

Column

　富士重工業は、東京都障害者雇用促進協会より、平成16年

度障害者雇用優良事業所表彰を授与されました。これは、障害

のあるなしにかかわらず“すべてのやる気と能力のある人材に

活躍の場を提供できる魅力的な企業づくり”を目指し、「ともに

働く」ことを重視して、全社的に取り組んできたことが評価さ

れたものです。当社は2003年に、群馬・自動車部門として、

群馬県障害者雇用促進協会と日本障害者雇用促進協会から表彰

されていますが、会社全体としては今回がはじめての受賞とな

ります。

障害者雇用優良事業所表彰受賞

＊1　ポジティブ・アクション：固定的な性別による役割分担意識や過去の経緯から、男女労働者の間に事実上生じている差があるとき、それを解消しようと、企業が行
う自主的かつ積極的な取り組みのことです。　＊2　ノーマライゼーション：障害者や高齢者など社会的に不利を受けやすい人々が、社会の中で他の人々と同じように生
活し、活動することが社会の本来あるべき姿であるという考え方。または、この考え方を具現化するための環境づくり。　
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安全衛生･健康
　富士重工業では、安全で快適な職場環境の形成に取り組む

とともに、交通事故防止のための活動、従業員の心身の健康

をサポートするための活動等を継続的に行っています。

基本理念・基本方針および推進体制

■安全衛生　基本理念
　「安全衛生はすべての業務に優先する ｣
■安全衛生　基本方針
　 労働災害、交通事故、疾病、火災等災害のゼロを目指し、
　全員が安全衛生の重要性を認識し合い、
　 設備・環境・作業方法の改善と管理・意識の向上を図り、
　安全快適な職場作りを進める

社長 
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労働安全

　富士重工業は一人ひとりの安全意識・職場管理の向上と危

険を排除する活動に取り組んでいます。意識面ではKYT＊3、

ヒヤリ・ハット＊4 活動の実施、管理面は TSZ＊5 という各

職場の自主管理活動を早期に導入しました。さらに2000

年からは、当社独自の小グループリスクアセスメントを導入

し、一人ひとりの安全資質の向上とリスクの排除を行ってい

ます。

　災害の発生はグラフのとおり漸減状況にありますが、災害

ゼロに向け継続的に改善をしていきます。
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■労働災害発生件数と労働災害発生率の推移 
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人材育成
　富士重工業では ､社員一人ひとりが自分の使命・役割を自

覚し、主体性をもって自らのキャリアプランを描き自己実現

を図れる人材の育成を目指しています。能力開発の基本は、

業務遂行を通じた職場での育成指導であるOJT＊1 ですが、

下図のようにOFF-JT＊2 や個人の意思に基づく自己啓発の

支援を組み合わせることで、より効果的・効率的に能力を取

得できる仕組みになっています。

福利厚生

　2003年10月から福利厚生の新しい制度である「マイビ

ジョン」を導入しています。「マイビジョン」は、業務の円

滑な推進を図るとともに、社員一人ひとりが健康で豊かさを

感じられるよう様々な支援を行うもので、中でも有形・無形

の財産形成を柱としています。

マイビジョン

一人ひとりの目標や夢 

活　用 選　択 

マイビジョン 

一人ひとりの目標や夢を実現するための支援 
主体性を尊重 やる気をサポート 

自己啓発己啓発・生活支援生活支援・人生設計人生設計・リフレッシュ・住宅関連住宅関連・自社製品社製品 自己啓発・生活支援・人生設計・リフレッシュ・住宅関連・自社製品 

●家族との時間を大切にしたい 
●家を持ちたい 
●親孝行をしたい 
●自分なりのライフスタイルを 
　確立したい 

●様々な分野で活躍したい 
●仕事の能力を高めたい 
●自己成長をしたい 
●価値を高めたい 

なりたい自分 会社の人材育成方針 

国際的に活躍したい 
強みをもっと深めたい 

キャリアアップを目指したい 
etc.

FDR-1における社員の行動指針 
INNOVATIVE：革新 
INDIVIDUAL：個性 
COURAGEOUS：勇気 

人事制度＜人を育てるキャリア制度＞ 

10年先を見据
えて、いつまで
にどのような業
務を経験したい
かを描く 

いろいろな業務
や職場を経験す
ることで、自己
の能力開発や適
材適所を図る 

異能・逸材の発
掘や「出る杭を
伸ばす」狙いの
もと導入された 

挑戦することそ
のものを高く評
価する 

「OJI」「OFF-
JT」「自己啓発」
により社員の自
己成長をバック
アップする 

チャレンジ精神をもつ人材を育てる／社内にキャリア自由市場をつくる 
異能・逸材を発掘する／適材適所を実現する 

■伸びたい人を伸ばす 

■人材公募制度 

会社側 社員側 

新規事業 
重要業務などの発生 

緊急業務 

「もっと自分を活かしたい」 
「自分のキャリアを伸ばしたい」 

自己申告 
システム 

ローテーション 
制度 

人材公募制度 
(社内リクルート制度)

チャレンジ重視の 
人事評価制度 能力開発 

全社内に募集をかける 

自分の意志でチャレンジ 

＊1　OJT：On the Job　Training　＊ 2　OFF-JT：OFF the Job Training　＊ 3　KYT：危険予知訓練のことで、K：危険、Y：予知、T：トレーニングのこと
＊4　ヒヤリ・ハット：ニアミス事例を収集する活動　＊5　TSZ：Total Section Zero（関係する部署が一体となって災害をゼロにする当社の安全活動）　
＊6　度数率：労働災害による死傷者数÷延実労働時間数×1,000,000
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とに定めていますが、事項によっては法令要求の1/5と厳

しいレベルに設定しています。

健康づくり

　2004年 11月、第29回 全社安全衛生大会において、

「メンタルヘルスケアの現状と展望～元気で風通しの良い職

場づくりを目指して～」をテーマにパネルディスカッション

を開催し、当社産業医やカウンセラーによる講話や意見交換

を行いました（写真）。また、当社では、疾病休業日数を減ら

す取り組みを行うにあたり、法定健康診断項目に、健康維持

に必要な健診項目を加え、疾

病の早期発見・早期治療にも

積極的に取り組み、体と心が

健康な状態で、能力・技術を

十分に発揮できるよう活動を

進めております。
第29回 全社安全衛生大会の様子

快適職場環境形成

　国の示す快適職場指針の実現に向け、作業環境・作業方

法・環境設備などの各項目について、組織的・計画的に改善

活動をしています。また、より働きやすい職場をつくるため、

休憩所・洗面所・食堂などに

ついての改善、施設のユニバ

ーサル化も進めています。

　2004年7月には ､法令改

正への対応や働く側の立場で

新たな検討を加えるなど当社

の「作業環境基準」を改訂し

ました。当社の基準は項目ご

防音対策を行ったプレス設備
（群馬製作所矢島工場第2プレス課）

防火防災

　火災や爆発などの災害は、企業活動や従業員の安全だけに

とどまらず、周辺地域へ影響を及ぼすこともあり得ることか

ら、災害を出さないことを目標に、万が一発生した場合の被

害を極小化するため、施設・設備改善、管理の充実、繰り返

しの訓練等を行っています。

Column

好成績を収めた
東京事業所消防隊

　2004年5月に三鷹消防署主催の「第33回消防訓練発表会」

で、東京事業所の自衛消防隊が男女とも準優勝しました。また、

11月には宇都宮自衛消防協会主催の「第28回消火競技会」で、

宇都宮製作所の自衛消防団が優勝しました。これは、日頃から

初期消火の重要性を認識し

た防火体制の強化と、万が

一に備えた訓練の成果によ

るものです。

自衛消防隊・消防団が各地の大会で好成績

交通安全

　富士重工業は従業員の業務、通勤 ､私用全ての交通事故を

防止するため、さまざまな取り組みをしています。2004

年度の主な活動として、外部専門家を招いた交通安全講演会

の全事業所での開催、輸送機器メーカー従業員としてのスキ

ルの向上を目指した「安全運転マニュアル」の配布を行いま

した。

Column

表彰状を手にする宇都宮製作所 
木原保安管理課長（当時）

　2005年1月「第45回交通安

全国民運動中央大会」において、

栃木県交通安全協会などの推薦

を受けて、宇都宮製作所が、「交

通安全優良事業所」表彰を受賞

しました。これは常日頃の交通

安全運動に対する活動への取り

組みが評価されたものです。

宇都宮製作所が交通安全優良事業所として全国表彰を受賞

Column

ＯＨＳＭＳキックオフ式で挨
拶を行う群馬製作所 田村所長
（当時）

　労働災害の減少をはじめとする労働安全衛生の向上を目指し、

OHSMS（Occupational Health and Safety Management 

System労働安全衛生マネジメントシステム）を2005年 4月

から群馬製作所で導入しました。

  このシステムは、従来の災害への対処活動から予防活動であ

るリスクマネジメント活動に転換し「自律的な安全衛生管理の

推進」、「安全衛生に関する職務、ルールの明確化」、「危険また

は有害要因の特定とその排除・低減」を図ることにより、労働

災害の減少、さらには安全衛生水準の向上を目的として取り組

むものです。

群馬製作所でOHSMSを導入


